
Ministry of Land, Infrastructure, Transport and Tourism

『令和４年９月の台風第15号に伴う大雨』
出水概要 第２報

令和４年10月31日

中部地方整備局河川部

※数値等は令和4年10月31日現在速報値であり、今後の精査等により変更する場合があります。

安倍川橋

出水時の状況（2022年9月24日3時23分撮影）平常時の状況



１．台風第15号に伴う大雨の概要 （9月23日～24日）

○ 台風第15号により、9月23日から24日にかけて日本各地で非常に激しい雨となった。

○ 中部地方整備局管内においては、広い範囲で降り始めからの総降水量が200mmを超過。

○ また、9月23日から24日にかけて線状降水帯発生情報が3回発表された。

○ 特に安倍川水系、菊川水系では流域で激しい雨となり、安倍川の奈良間雨量観測所にて425mmを観測。

9/23 1:00から9/25 7:00までの累加雨量

●天気図 ●総降水量分布図

（気象庁ウェブサイトより） 1

あ べ か わ な ら ま



水系名 河川名 観測所名
今回

最高水位

9/24 1:40

3.31

9/24 2:10

4.23

9/24 1:50

5.04

9/23 4:20

2.30

9/23 22:10

4.23

9/23 22:50

5.33

9/23 21:40

3.78

9/23 22:10

5.39

9/23 21:10

2.95

9/24 3:10

2.33

9/24 3:40

1.95

9/23 23:50

6.41

9/23 22:00

3.55

9/23 14:40

2.34

9/23 13:50

2.29

牛淵川

2.10 2.30 2.30 2.70 4.06

庄内川

菊川

雲出川
1.70 2.20 2.20 2.20 3.40 3.49

1.60 2.00 2.40 2.70 3.20 3.27

1.50

2.30

2.40 3.00 3.40 4.00 4.82

3.70

手越

加茂

横地

牛妻

避難
判断水位

氾濫
危険水位

計画
高水位

4.70 6.40 7.70 8.02

天竜川

波瀬川 下川原橋

佐奈川 西山橋

庄内川

櫛田川

藁科川 奈良間

堂山

下小笠川 川久保

大井川

中ノ町

1.40

0.60

4.60 4.90 4.90 5.30 5.86

2.00 2.50 3.00 3.30 -

1.50

1.80

1.60 2.50 3.10 3.40 4.77

氾濫
注意水位

出動水位
水防団

待機水位

3.10

2.50 3.20 3.20 3.50 5.94

細島
1.30 1.70 2.20 2.70 3.30 4.99

大井川

安倍川

2.20 3.00 3.70 4.10 4.60 5.51

池田
0.50 1.60 2.60 - - 4.53

- 5.94
菊川

岡崎
4.90 5.80 7.50 - - 10.72

天竜川下流

嶺田
2.00 4.30 4.90 -

安倍川

矢作川 矢作川

土岐
2.40 3.00 4.00 4.50 4.70 6.39

○ 管内の国管理河川では、安倍川水系安倍川、菊川水系菊川及び支川牛淵川で氾濫危険水位を超過し、

雲出川水系波瀬川で避難判断水位を超過。

○ 管内のダムでは、大井川水系、庄内川水系、木曽川水系の４ダムで洪水調節を実施。

【水位状況】 【ダムの洪水調節状況】9月29日現在（水資源機構管理ダム含む（黄書き））

２．管内の河川水位・洪水調節状況

※氾濫注意水位を超過した観測所のみ表記

うしぶちがわ

は ぜ が わ

水系 ダム名 最大流入量 最大流入時の放流量 調節量

庄内川 小里川
おりがわ

ダム 約95m3/s 約40m3/s 約55m3/s

大井川 長島
ながしま

ダム 約998m3/s 約918m3/s 約80m3/s

岩屋
いわや

ダム 約320m3/s 約166m3/s 約153m3/s

阿木
 あ   ぎ

川
がわ

ダム 約144m3/s 約118m3/s 約25m3/s
木曽川
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※本資料の令和4年最高水位は、10分ごとの観測値（速報値）であるため、今後の照査により変わる可能性があります。



伊那富水位観測所付近

沢渡水位観測所付近

２．管内の河川水位・洪水調節状況

手越

下川
原橋

横地

奈良間

川久保

細島加茂

※氾濫注意水位を超過した観測所のみ表記

： 洪水調節を実施したダム

堂山

西山
橋

牛妻

嶺田

中ノ町

池田

岡崎

土岐

牛淵川の出水状況 9/23 22:10頃 3.6k付近

菊川の出水状況 9/23 22:10頃 11.8k付近

牛淵川の出水状況 9/23 21:45頃 10.2k付近

： 氾濫危険水位超過

： 避難判断水位超過

： 出動水位超過

： 氾濫注意水位超過 3
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水位

（m）

計画高水位 4.82m

氾濫危険水位 4.00m

避難判断水位 3.00m

氾濫注意水位 2.40m

水防団待機水位 1.50m

安倍川(手越水位観測所)の年最高水位比較図 一級水系指定（S41）以降、
最高水位（4.23m）を観測

２．水位の概要（手越水位観測所：安倍川水系安倍川）
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※本資料の令和4年最高水位は、10分ごとの観測値（速報値）であるため、今後の照査により変わる可能性があります。
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（m）

計画高水位 5.86m

氾濫危険水位 5.30m

避難判断水位 4.90m

氾濫注意水位 4.60m

水防団待機水位 3.10m

牛淵川(堂山水位観測所)の年最高水位比較図
今回の出水の最高水位

９月２３日 ５.３９m 
（氾濫危険水位を超過）既往最高水位

平成１０年９月 ５．９６ｍ

２．水位の概要（堂山水位観測所：菊川水系牛淵川）
ど う や ま
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※本資料の令和4年最高水位は、10分ごとの観測値（速報値）であるため、今後の照査により変わる可能性があります。
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（m）

計画高水位 4.06m

氾濫危険水位 2.70m

避難判断水位 2.30m
氾濫注意水位 2.10m

水防団待機水位 1.80m

牛淵川(横地水位観測所)の年最高水位比較図
今回の出水の最高水位

９月２３日 ３.７８m 
（氾濫危険水位を超過）

観測史上最高水位
平成１６年１１月 ３．８６ｍ

２．水位の概要（横地水位観測所：菊川水系牛淵川）
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※本資料の令和4年最高水位は、10分ごとの観測値（速報値）であるため、今後の照査により変わる可能性があります。
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計画高水位 5.94m

氾濫危険水位 3.50m
避難判断水位 3.20m

氾濫注意水位 2.50m

水防団待機水位 1.50m

菊川(加茂水位観測所)の年最高水位比較図 今回の出水の最高水位
９月２３日 ４.２３m 

（氾濫危険水位を超過）
既往最高水位

昭和５６年９月 ４．７２ｍ

２．水位の概要（加茂水位観測所：菊川水系菊川）

7※本資料の令和4年最高水位は、10分ごとの観測値（速報値）であるため、今後の照査により変わる可能性があります。
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ダム名 水系
確保容量

（千m3)

長島ダム 大井川 900

新豊根ダム 天竜川 19,637

水窪ダム 天竜川 9,303

大野頭首工 豊川 147

羽布ダム 矢作川 5,100

阿多岐ダム 木曽川 1,550

三浦ダム 木曽川 35,069

王滝川ダム 木曽川 129

岩屋ダム 木曽川 5,945

馬瀬川第二 木曽川 3,372

合 計 約8,110万m3

【台風第14号で
事前放流したダムでの確保容量】

項目 ダム数

台風第１４号で事前放流したダム ４ダム

台風１４号で既に確保していた事前放流の容
量のダム

１０ダム

台風１５号で既に確保していた事前放流の容
量のダム

３ダム

天竜川

菊川

※本資料の数値は速報値であり、今後の精査等により変更となる場合があります。

位 置 図

ダム名 水系
確保容量

（千m3)

大野頭首工 豊川 84

宇連ダム 豊川 1,103

神徳防災ダム 庄内川 239

合 計 約142万m3

【台風第15号で
既に確保していた事前放流の容量】

ダム名 水系
確保容量

（千m3)

宇連ダム 豊川 1,195

大島ダム 豊川 615

牧尾ダム 木曽川 8,064

岩倉ダム 天竜川 5

合 計 約990万m3

【台風第14号で
既に確保していた事前放流の容量】

２．ダム事前放流の実施状況（台風第14号・第15号）

8

○ 台風第１４号及び台風第１５号の接近に伴い、予測雨量が基準雨量を超過したため事前放流及び既に

確保していた事前放流容量のダムは、中部地方整備局管内６水系１７ダムであった。これにより台風

第14号で約9,100万m3、台風第15号で約142万m3の容量を確保した。
※利水ダム管理者の農林水産省、岐阜県、（独）水資源機構、中部電力（株）、関西電力（株）、電源開発（株）、土岐川防災ダム管理組合の協力により実施しました。



位置図

小里川ダム

※本資料の数値は速報値であり、今後の精査等により変更となる場合があります。

最大流入量
998m3/s

放流量
918m3/s

最大80m3/sを貯留

時間最大雨量
70mm/h

累加雨量 297mm

小里川ダム洪水調節実績図

長島ダム洪水調節実績図

時間最大雨量
20mm/h

累加雨量 122mm

最大流入量
95m3/s

最大40m3/sを貯留

放流量
55m3/s

長島ダム

岩屋ダム

阿木川ダム

※阿木川ダム（水資源機構管理）の洪水調節効果については、以下URLにて公表しております。

https://www.water.go.jp/chubu/agigawa/topdocument/pdf/20220927_kouzuityousetu.pdf

２．台風第15号における管内ダムの洪水調節効果

○ 台風第15号では、長島ダムにおいて、累加雨量297mm、時間最大70mm/h（9月24日0:00）を記録し、最大流入量998m3/s
に対し、ダム地点で最大80m3/s（放流量918m3/s）を貯留。

○ 小里川ダムにおいて、累加雨量122mm、時間最大20mm/h（9月23日18:00）を記録し、最大流入量95m3/sに対し、ダム地
点で最大40m3/s（放流量55m3/s）を貯留。

○ 水資源機構管理の岩屋ダム、阿木川ダムについても洪水調節を実施。

9

※9月29日時点



※本資料の数値は速報値であり、今後の精査等により変更となる場合があります。

小里川ダム

土岐水位観測所地点

小里川

土岐川

土岐水位観測所付近の状況

位置図

●

小里川ダム洪水調節実績図

時間最大雨量
20mm/h

累加雨量 122mm

最大流入量
95m3/s

最大40m3/sを貯留

放流量
55m3/s

２．小里川ダム（庄内川水系）の洪水調節効果

○ 小里川ダムにおいて、累加雨量122mm、時間最大20mm/h（9月23日18:00）を記録し、最大流入量95m3/sに対し、ダム地
点で最大40m3/s（放流量55m3/s）を貯留。

○ 小里川ダム下流の土岐水位観測所地点において、氾濫注意水位を超過（9月23日18:30）し、さらに水位上昇が想定され
たが、小里川ダムの洪水調節により、河川水位を約10cm低減させていたと想定。

土岐水位観測所の模式断面図

氾濫注意水位 H=3.0m

ダムで調節した後の最
高水位

3.53m（実際の水位）

ダムが無かった場合に
想定される最高水位

3.64m

約10cmの
水位低下(推定）

10

※9月29日時点



３．被災状況（直轄：河川・砂防）

○ 台風第15号により安倍川支川藁科川9.0k左岸（静岡市葵区大原地先）において、洗堀による護岸損傷の被災を確認。

9月30日18時応急復旧完了。

○ また、安倍川支川八重沢川（静岡市葵区横山地先）において土石流が発生。堰堤下流の製茶工場が被災。

写真① 写真②

写真②

写真①

②八重沢川（静岡市）における被災状況

静岡県

①

②

位置図

愛知県

安倍川流域

わらしながわ

①藁科川（静岡市）における被災状況

や え ざ わ が わ
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被災状況

応急復旧 L=約73m

盛土工（ブルーシート保護）

藁科川

応急復旧完了（ 9月30日18時時点）

根固ブロック3ｔ設置

【応急復旧内容】



（二）原野谷川 掛川市 （二）巴川 静岡市清水区

（二）庵原川 静岡市清水
区

（二）巴川（麻機遊水地）周辺
静岡市葵区

【敷地】雨量観測局（県）

【能島】雨量観測局（県）

天
竜
川

安
倍
川

富
士
川

大
井
川

菊
川

狩
野
川

● 家屋浸水発生箇所

３．被災状況（静岡県管理区間：河川）

10月13日 10時時点
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■被災箇所の状況
【位置図】

発災日・場所：９月23日、愛知県額田郡幸田町大字菱池地先
被災延長・被災概要：L=22ｍ、右岸堤防決壊 浸水範囲：７.５ha 家屋被害：なし
対応状況：９月24日3:00応急対応着手、25日17：50完了（大型土のう設置および盛り土）

相見川

破堤箇所 広田川

写真① 破堤箇所（近景） 9/24 7：30 写真③ 航空写真（幸田町撮影）9/24 9：00

①

ぬ か た ぐ ん こ う た ち ょ う ひしいけ

※詳細調査中

（整
備
中
）

【応急対策内容】
大型土のう積工

※土のう積完了後、ブルーシート張を実施

盛り土工

堤内地堤外地

名古屋市

一級河川広田川

②

写真② 応急対策完了 9/25 17：50

広田川

相見川

流下方向
（相見川）

流下方向
（広田川）

流下方向
（相見川）

ひ
し
い
け

３．被災状況（愛知県管理区間：河川）

※９月25日 18時時点
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○台風15号の影響により、長野県、岐阜県、静岡県、愛知県、三重県の各地でがけ崩れや土石流等が発生。

３．被災状況（土砂災害）

土砂災害発生件数
141件

土石流等 ： 39件
地すべり :  2件
がけ崩れ ：101件

【被害状況】
人的被害 ： 死 者 1名

負傷者 3名
家屋被害 ： 全壊 2戸

半壊 2戸
一部損壊 13戸

都道府県別発生件数

長野県※ 1件
岐阜県 １件
静岡県 134件
愛知県 3件
三重県 3件

※矢作川水系、木曽川水系、天竜川水系の流域が対象

※これは速報版であり、
今後数値等が変わる可能性があります。

令和4年10月14日17：00現在 速報版

④がけ崩れ（静岡県 磐田市平松）
ひらまつ

②土石流等（静岡県 榛原郡川根本町田野口）
たのくち

①土石流等（静岡県 静岡市葵区油山）
ゆやま

③土石流等（静岡県 静岡市清水区布沢 ）
ぬのさわ

②①③

④ ⑤

＜主な土砂災害＞

⑤土石流等（静岡県 藤枝市旭が丘）
あさひがおか
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高
（
m
）

横断距離（m）

4.00k横断

HWL

事業実施前水位

事業実施後水位

河道掘削

○今回出水による整備効果（水位低下効果）

※記載の水位・被害状況は、速報値であり、今後変更となる可能性があります

○位置図 ○手越観測所(4.0k)付近出水状況

平常時

○事業実施箇所【河道掘削】
（令和３年度工事；令和４年３月末）

手越地点

安倍川

藁科川

▼河川改修を実施しなかった場合の推定値 19.32m

▲今回水位 19.13m

静岡市駿河区手越地先（安倍川4.0k地点）

▼計画高水位 19.98m

河道掘削により水位
を約0.2mの低下

出水時

2022年9月24日3時23分撮影

南
安
倍
川
橋

：令和3年度工事
：当面5か年工事

安倍川4.0k
静岡市駿河区手越地先

安倍川

４．河川改修による治水効果（安倍川水系安倍川）

○ 安倍川では、令和３年度に河道掘削を行ったことにより、静岡市駿河区手越地先（安倍川4.0k地点）の

河川水位が、約0.2ｍ低下。
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河道掘削を行わなかった場合の水位（推定） T.P=6.58m

今回水位 T.P=5.33m

HWL T.P=6.65m

4.0k◎ ◎4.0k

4.2k◎ ◎4.2k

◎5.0k
5.2k◎ ◎5.2k

嶺田

中

3.4k◎
◎3.4k

菊 川 市

寺新田樋管

5.0k◎

海戸

柳目樋管

花面橋

みねた

掛 川 市

なか

かいと

◎3.2k

事業実施後事業実施前

○ 「防災・減災、国土強靭化のための３ヵ年緊急対策」による河道掘削により、菊川市大石地先（菊川5.2k付
近）の河川水位を約1.3m低下させ、内水被害発生の軽減に寄与。

○ 河道掘削を行わなかった場合は、計画高水位（H.W.L）付近まで水位が達していたと推定。

河床掘削による流下能力の向上【菊川4.0k施工状況】

※本資料の数値等は速報値であるため、
今後の調査で変わる可能性があります。

対策後の効果
（水位低減効果）

位 置 図
静岡県

対策内容

河道掘削により、
水位を約1.3m低下させ
内水被害の軽減に寄与

平常時 出水状況（9/23 23:00）

今回の出水状況【嶺田水位観測所(6.4k)付近】

生仁場橋生仁場橋

花面橋花面橋

菊川市大石地先
（菊川5.2km付近）

河道掘削

菊川 5.2kp
菊川市大石地先

４．河川改修による治水効果（菊川水系菊川）

河道掘削
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河道掘削を行わなかった場合の水位（推定）T.P=6.28m

今回水位 T.P=5.87m
HWL T.P=6.17m

河道掘削

事業実施前

2.0k

6
.0

ｋ
8
.0

ｋ

1.0k

3.0k

4.0k

5.6k

菊川市
掛川市

7.0k～9.8k
高水敷土砂撤去

V=11,400m3

2.6k～5.6k
低水路掘削
V=27,000m3

0.0k～5.6k
高水敷堆積土除去
V=24,100m3

0.2k～0.4k
堆積土除去
V=5,300m3

４．河川改修による治水効果（菊川水系牛淵川）

○ 牛淵川では令和元年10月の台風第19号を契機とした災害推進費や「防災・減災、国土強靭化のための3か年緊急対策」
により河道掘削等を実施。

○ 今回の降雨では、河道掘削等の整備により菊川市堂山新田地先（牛淵川3.4k付近）の河川水位を約0.4m低下させ、計画
高水位（H.W.L）の超過を回避し、菊川市街地の浸水被害を軽減。

河床掘削による
流下能力の向上

菊川市堂山新田地先
（牛淵川3.4k付近）

河道掘削により水位を約
0.4m低下させH.W.Lの超過
を回避し、菊川市街地の
浸水被害の軽減に寄与※本資料の数値等は速報値であるため、

今後の調査で変わる可能性があります。

対策後の効果
（水位低減効果）

令和元年10月 台風第19号 出水状況

凡 例

赤 防災・減災、国土強靭化のための３か年緊急対策

緑 災害推進費による対策

（R1.10.12撮影）

牛淵川11.5k左岸越水状況
（菊川市神尾地区）

（R1.10.12撮影）

黒沢川流域内水状況
（菊川市本町地区）

事業実施後

【牛淵川4.0k施工状況】

菊川水系牛淵川
3ヵ年緊急対策・災害推進費
実施箇所位置図

牛淵川 3.4kp
菊川市堂山新田地先
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※本資料は県職員による現地調査の他、SNS等で浸水が確認
できた箇所のみ浸水範囲を記入しており、今後の詳細な調査
により浸水範囲が拡大する可能性が有ります。駿河湾

○ 令和4年台風第15号に伴う豪雨により、静岡市では、地方気象台観測所で時間最大雨量107mm/h、24h雨量415mmを観測した。
○ 巴川では、昭和49年七夕豪雨を契機として、昭和54年度から総合治水対策特定河川事業に着手し、放水路や遊水地等に加え、雨水貯留施設等を整備。
○ これまでの河川整備により、昭和49年七夕豪雨（概ね同規模の降雨量）と比較して、浸水家屋数が8割以上減少した。

大
谷
川
放
水
路

第２工区
（整備中）

麻機遊水地
(約264万m3)

第3工区第1工区

第4工区

■主な河川整備の経過
S49 昭和49年台風第8号と梅雨前線（七夕豪雨）
S54～ 総合治水対策特定河川事業着手
H11 大谷川放水路供用、麻機遊水地の第4工区供用
H16 麻機遊水地の第3工区供用
H20 大内遊水地供用
H21 特定都市河川に指定、麻機遊水地の第１工区供用
R3 麻機遊水地の第2工区の暫定供用
R4 令和４年台風第15号

【巴川流域内の流域対策
（雨水貯留施設）】

○これまでに、巴川流域内では
官民が連携し、約60万m3分の
雨水貯留施設が設置されてい
る。

洪水の一部を海に放流

大谷川放水路
おおやがわほうすいろ

巴川

洪水を一時的に貯留

大内遊水地
(約28万m3)

静岡地方気象台静岡市役所

雨水貯留施設位置図

ため池雨水貯留施設
（葵区胸形神社）

むなかた

S49.7 R4.9 S49.7 R4.9

浸水
被害
軽減

※R4.9の浸水戸数は、算定中のため、静岡市内の戸数で比較 （戸数は10月12日時点）

おおうち

あさはた

４．河川改修による治水効果（静岡県管理区間：巴川水系巴川）
ともえがわ
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ともえがわ



４．砂防事業による施設効果三郷川第１砂防堰堤（静岡市葵区入島地先）
さ ん ご う が わ だ い い ち しずおか あおい にゅうじま

災害発生日：令和４年９月２４～２５日（確認中）
降雨状況 ：連続雨量 300㎜

（9月22日15時～9月24日8時）
時間最大雨量 58㎜(9月24日1時～2時）
※静岡県関の沢観測所
しずおか しずおか あおい にゅうじま

発生箇所 ：静岡県静岡市葵区入島地先
崩壊状況 ：流木流捕捉量 約90m3（推定値）
状 況 ：台風15号による大雨により土砂及び流木

が発生したが、既設砂防堰堤に設置され
た流木対策施設により流木を捕捉し、
下流地区への被害を未然に防止。

静岡県静岡市
位置図

全景

三郷川第１砂防堰堤

三郷川

三郷川第１砂防堰堤

流木捕捉工設置後（H30撮影） 流木発生後（R4.9.29撮影）流木捕捉工設置前（H27撮影）

堰堤諸元
堰高 H=10.0m
堰長 L=55.0m

昭和50年3月完成
平成30年 流木止め設置
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４．砂防事業による施設効果ビワミズ沢沈砂地工（静岡市葵区平野地先）

災害発生日：令和４年９月２４～２５日（確認中）
降雨状況 ：連続雨量 420㎜（9月22日15時～9月24日4時）

時間最大雨量 82㎜(9月24日1時～2時）
※静岡県平野観測所
しずおか しずおか あおい ひらの

発生箇所 ：静岡県静岡市葵区平野地先
崩壊状況 ：土石流捕捉量 約2,000m3（推定値）
状 況 ：台風15号による大雨により土石流が発生したが、

沈砂地が整備されており土砂を捕捉。
下流地区への被害を未然に防止した。

土石流発生前 (R4.8.23撮影) 土石流発生後(R4.9.28撮影)

しずおか あおい ひらの

静岡県静岡市

位置図

施設諸元
堤長 L=88.5m
堤高 H=3.0m

令和３年11月完成

土石流氾濫区域
(イエローゾーン)

ビ
ワ
ミ
ズ
沢

土石流氾濫区域
(レッドゾーン)

ビワミズ沢沈砂地工

トイグチ沢砂防堰堤
(既設)

ト
イ
グ
チ
沢

全景

保全対象（学校）

ビワミズ沢沈砂地工
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静岡市立大河内小中学校 (ednet.jp)ウェブサイトより完成式典の様子（令和４年１月）

大河内小中学校 澤本校長先生

４．砂防事業による施設効果ビワミズ沢沈砂地工（静岡市葵区平野地先）
しずおか あおい ひらの

○ ビワミズ沢沈砂地工（令和３年１１月完成）の隣にある大河内小中学校の校長先生が、「砂防えん堤の威力」として、

台風第１５号における沈砂地工の効果を、小中学校のウェブサイトで紹介。
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５．流域治水の取り組み（速報版） 菊川水系与惣川

○ 今回の降雨では、与惣川流域の流域平均累加雨量は242mm（ 9月23日(金)3：00～24日(土)3:00 ）を記録。

○ 菊川支川与惣川流域内の田んぼにて実証実験を実施した結果、田んぼ貯留の実施により、貯留なしに比べ、圃場内の

水位で12cm、ボリューム約1.7万m3の貯留効果を確認するとともに、排水先水路のピーク遅れを確認。

よ そ う
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※リエゾンについては整備局からの派遣全体数を集計
※ホットラインについては流域内自治体を集計

６．自治体等への支援の状況 （リエゾン・ホットライン）

水系 市町村

雲出川 津市

水系 市町村

菊川 菊川市

■浜松河川国道事務所

■三重河川国道事務所

■リエゾン

派遣先 延べ人数

静岡県庁 １９

静岡市 ３７

島田市 １２

川根本町 ３６

浜松市 １

掛川市 １

計 １０６

水系 市町村

安倍川 静岡市

■静岡河川事務所

○ リエゾン（情報連絡員）を地方公共団体に派遣し、地方公共団体との情報共有を強化するなど防災対応の支援を実施。

○ 避難情報の発令にあたり緊急時に市町村長が行う状況判断に役立つよう、各種情報についての解説、今後の見通し等

を河川管理者から直接首長などに助言するホットラインも実施。（※3水系3市）

○ その他関係自治体に対して、被害状況や支援要請の確認等適宜実施。 ※10月19日10時時点
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６．自治体等への支援の状況 （災害対策車両の派遣、TEC-FORCE活動）

■災害対策車両による支援状況

静岡県との打ち合わせ

○ 9月24日～9月26に防災ヘリコプター（まんなか号）による被災状況調査を実施。

○ 自治体より排水ポンプ車の支援要請が入り、車両を派遣。（菊川市）

○ 今回の大雨に伴う災害支援のため、自治体等からの支援要請に基づき、9月25日より断水支援対応として、災害対策

車両 散水車12台（うち給水機能付８台）を派遣。

○ その他ペットボトル（飲料水等）を提供。（静岡市・島田市・川根本町）

○ 9月25日から順次TEC-FORCE隊員を派遣。（派遣先：静岡市、島田市、川根本町）

■TEC-FORCEによる活動状況

林道の陥没状況を調査

護岸の侵食状況を調査ドローン班の活動状況

車両 派遣元 出動数（台）
浜松河川国道事務所 1
名古屋国道事務所 1
（関東地整） 4
（北陸地整） 1
（近畿地整） 1

8
浜松河川国道事務所 1
名古屋国道事務所 2
静岡国道事務所 1

4
12派遣車両合計

散水車

散水車
（給水装置付）

※10月17日18時時点
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		地整		全て

		報告日		reserved-44828x1F



		

		静岡県		静岡市葵区

		静岡県葵区		静岡県葵区

		21:30 内業
危機管理部２１時で夜間のため規模縮小。
第６報として、９月２５日６時時点の情報を８時頃発表予定。		20:30 静岡国道事務所へ帰還
明日25日は8:30に静岡市役所到着予定

		21:15 危機管理室より、
危機報道官被害状況第５報を入手。		14:45 14時45分静岡市北部、
南部の土砂災害警戒情報解除

		17:00 県より、危機報道官 被害状況第４報を入手。		14:35 14時45分静岡市北部、
南部の土砂災害警戒情報が解除
15時00分静岡市北部、南部の大雨警報解除
以上の情報あり。

		14:50 交通基盤部より第３報入手。

		14:45 広聴広報課より被害状況第３報入手。

		13:55 広聴広報課より情報提供。
本日の本部員会議は開催しない。
知事会見も予定なし。
次回本部員会議開催日時は未定。

		13:35 土木防災課へまんなか号の
映像受信状況確認。
→すぐに確認できなかったため、
県の担当者が確認出来次第連絡が来る。

		12:35 県ヘリ映像視聴終了

		12:05 県ヘリ映像視聴

12:00 川根本町の複数箇所で土砂崩落により
通行止め。※県ヘリ映像情報

		11:50 11:50　危機対策課情報。
国道473号 島田市神尾で道路崩落により、
国道及び大井川鐵道通行不可。

		11:20 11:20　危機管理対策課へ情報収集。
国道362号静岡市葵区富沢(とんざわ)清沢郵便局前で道路が崩落し、一部孤立集落が発生との情報有り。
詳細情報は、現時点で不明。
局から確認指示のあった川根本町の通行止めについては、情報なしとのこと。

		10:50 9/24 10:50　現時点で知事会見予定なし、
第２回本部員会議で開催日時未定。
※広聴広報課に確認

		08:50 第1回本部員会議傍聴終了

		08:30 第1回本部員会議傍聴

		08:15 静岡県庁着

		08:05 県庁へ向け事務所発
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		地整		全て

		報告日		reserved-44829x1F



		多治見砂防国道事務所		木曽川下流事務所		静岡営繕・静岡国道		浜松河川国道事務所		名古屋国道事務所		浜松河川国道事務所								企画部		企画部		佐賀国道事務所		福岡国道事務所		筑後川河川事務所		宮崎河川国道事務所		有明海沿岸道路事務所		大分河川国道事務所		北九州国道事務所		大隅河川国道事務所		川内川河川事務所		佐伯河川国道事務所		八代河川国道事務所		長崎河川国道事務所		鹿児島国道事務所		熊本河川国道事務所		企画部

		ドローン調査班多治見		ドローン調査班木曽川下流		ドローン調査班静岡営繕・静岡国道		応急対策班（静岡市清水区：浜松）		応急対策班（川根本町：名国）		応急対策班（川根本町：浜松）		静岡市葵区		静岡県		島田市		先遣調査班②		先遣調査班①		被災状況調査班（道路）⑧		被災状況調査班（道路）⑥		被災状況調査班（河川）③		被災状況調査班（道路）②		被災状況調査班（道路）⑦		被災状況調査班（道路）⑪		被災状況調査班（道路）⑤		被災状況調査班（道路）④		被災状況調査班（河川）①		被災状況調査班（道路）⑫		被災状況調査班（道路）⑩		被災状況調査班（道路）①		被災状況調査班（道路）③		被災状況調査班（道路）⑨		広報班①		諸塚村

		岐阜県多治見市		三重県桑名市		静岡県葵区		静岡県葵区		愛知県瑞穂区		静岡県葵区		静岡県葵区		静岡県葵区		静岡県南区		宮崎県延岡市				宮崎県延岡市		宮崎県延岡市		宮崎県延岡市						宮崎県延岡市		宮崎県諸塚村		宮崎県高鍋町		宮崎県西都市		宮崎県椎葉村		宮崎県高千穂町		宮崎県西米良村		宮崎県高鍋町		宮崎県椎葉村		宮崎県高鍋町		

		22:00 事務所に到着。
今回のテックフォースの活動を終了いたします。		21:40 21時45分　木曽川下流河川事務所に帰着		21:25 ドローン撮影データを本部へ提出。
以上で、本日の作業は全て完了しました。		22:20 名古屋の拠点に帰還		20:35 事務所帰還（深見保全官）		19:25 事務所到着（川田・安藤）		22:30 今井調整官、静岡市役所退庁		22:10 危機対策課より危機報道官第8報を入手		21:10 事務所着		明日の予定
諸塚班　明日も引続き関係者調整		19:30 宿着		21:10 宿着		21:05 宿着		21:00 宿着
班員の健康状態良好		20:45 宿着２０時		20:45 宿着		20:35 1840終業、役場発		明日の予定
本日に引き続き、諸塚村北西地区被災状況点検予定。		明日の予定
引き続き村道横野古川線及び村道野地線の測量等の詳細調査を実施予定		19:50 宿着		19:50 宿着		19:35 宿着 19時35分		明日の予定
村道野地線の被災状況資料整理		19:30 宿着		明日の予定
椎葉村内で被災状況調査を行った箇所の結果取り纏め		19:35 宿着		21:35 20時30分 宿着
班員全員健康

		18:30 ドローンの撮影データを本部へ提出。
完了したため多治見砂防国道事務所に帰還します。		18:25 18時25分　静岡河川事務所にて内業。ドローン撮影データを公開用フォルダに移す作業を完了。帰路につく。		18:00 静岡国道事務所に帰還しました。(静岡国道　赤松、水野)		19:25 現地出発		17:20 名国散水車、飲料水（ペットボトル2L×６本15箱）引き渡し完了
事務所に向け帰還（深見保全官）		17:25 帰還(川田保全対策官　安東技官)		15:45 平岩公品官、今川係長静岡市到着		17:20 危機対策課より危機報道官第7報を入手		15:00 福用　R473
		明日の予定
明日も隊員の方等の調整を行います。		18:10 本日業務終了し、宿泊先に向かいます。		19:10 内業完了 終業		17:05 外業終了		18:40 業務終了
班員の健康状態良好		15:20 13:45から資料整理		15:15 資料整理、報告書作成		17:30 役場着、内業		20:30 宿着　ただいま宿に着きました。
お疲れ様でした。		20:00 宿着
５人とも良好		13:15 外業に出発します		19:25 本日作業終了		18:20 椎葉村役場発 18時20分		19:20 宿着		18:00 業務終了		13:40 村道胡麻山線外被災箇所調査結果とりまとめ		19:30 宿着		16:55 16時30分 内業開始
19時15分 内業終了、役場出発

		17:50 静岡河川事務所に到着。		17:05 16時35分　調査終了。（通行止めは一部解放予定。集落は現時点では孤立）現地を出発。		17:10 静岡営繕事務所に帰還しました。

静岡営繕　鳥居		19:15 清水総合運動場到着		16:45 深見保全官：川根本町役場到着		16:15 名国の散水車が川根本町役場に到着		09:20 給水車等の派遣について静岡市上下水道局と調整中		15:10 15:10報告　危機対策課長に以下ご報告（対応済）
○給水車　派遣予定
・川根本町へ地整給水車（上水）派遣（浜松河川国道1台/14:45現着、名古屋国道1台/17:00頃現着予定）
・静岡市へ地整給水車（雑排水）派遣（1台）到着時間未定）
○給水車　地整の余力台数
・中部地整　給水車（上水）　　　  0台（余力無し）
・中部地整　給水車（雑排水）　2～3台
12:40報告　川根本町から給水車の派遣要請あり。
（県情報：川根本町から中部地整河川部に直接要請し、6ｔ車1台の派遣が予定されていると川根本町から聞いている）
今後は県を介して対応したいと考えており1台で不足する場合は追加の派遣要請の可能性有るため地整の給水車の台数余力を事前把握したい。対応が難しい場合は自衛隊への派遣要請も検討。
（危機対策課長より確認）		13:35 一色地区		21:30 諸塚宿着		08:45 基地到着し、業務開始しました。		17:10 外業終了
		08:25 外業開始		11:40 外業終了
班員健康状態良好		09:50 村道下相見線確認		08:55 被災箇所調査		16:45 調査終了、現場発		16:00 外業完了。これより報告書作成等の内業に入ります。		18:15 本日の作業終了		08:45 西米良村役場にて内業開始(着後8:15～)		16:55 内業開始		16:35 椎葉村役場着 16時20分		18:10 役場での作業終了
役場出発		13:30 西米良村役場帰着
資料整理		11:50 宮崎県東臼杵郡椎葉村村道大久保線の被災状況調査		18:05 内業終了

宿へ		16:50 16時30分 本日の現場調査終了(七ツ山川、小原井川、川内川)し、諸塚村役場着

		17:05 静岡河川事務所へ出発。		16:55 15時45分　藁科川④に到着。まわり道（林道野田平線）を通り通行止め区間の裏側に行くも、その先も通行止めとなっていた。調査開始。		16:10 １４番の調査完了
橋が崩落しているため、対岸の民家の孤立状態が続いている模様

以上で、全箇所の調査を完了したため、事務所に帰還します。		18:15 給水終了→清水総合運動場へ向け出発		16:15 川根本町役場到着（散水車）		15:10 飲料水（ペットボトル2L×６本の96箱）を運搬完了		09:00 竹村事業対策官 8時00分
金森用地対策官 8時20分
静岡市役所低層棟4階 道路局災対本部		11:15 11:15報告　甲府河川国道事務所担当者を県庁担当者に連絡対応済
10:20報告　静岡市内の断水の関係で利水権の関係で所管事務所と調整を要望。関東地整　甲府河川国道事務所が所管だが休日で電話が不通。当局経由で連絡先（番号、担当者）の確認依頼あり。		11:30 伊久美地区二俣		08:55 先遣隊		06:55 宿発		09:00 調査開始		06:50 宿発		11:00 山の戸谷不土野上地区にて外業開始
班員健康状態良好		08:20 ８:30より内業		08:25 被災調査範囲確認、資料整理		11:30 最初の現場着		08:55 被災状況確認に出発		17:15 全体打合せ		07:00 宿発		15:15 小向線 被災調査		10:00 外業に出発 10時00分		15:40 現地調査終了
役場到着後、内業		09:20 村道井戸内線・村道一番之久保線 被災状況調査開始		10:25 宮崎県椎葉村普通河川仲尾谷川等の被災状況調査		11:40 外業から帰還

内業開始		10:00 9時20分 現地調査開始(七ツ山川上流、小原井川上流)

		16:45 調査箇所8について、ドローンによる撮影が完了。		13:55 13時55分　千頭駅を出発。来た道を引き返し、藁科川④へ向かう。		15:00 １３番の調査完了
河川側崩落有り、土砂は一部除去済みのため、片側交互通行可能
上方には、まだ土砂が残っていて、今から除去するため、通行不可(作業中で進入不可のため、現地作業員の方より聞取り)		18:00 門屋浄水場到着→給水開始		13:30 事務所出発（散水車R02-1506）		14:50 川根本町役場にて
　衆議院　井林たつのり議員
　参議院　牧野たかお議員
の２名よりお礼				09:35 内業
引継完了、路政課近藤係長、静岡県庁を出発		11:00 伊久美地区		08:40 諸塚内業開始				08:20 役場着
				07:00 宿発		06:55 宿発		06:55 宿発		10:30 役場発		07:30 宿発　ただ今から宿を出発します。		15:45 被災箇所調査帰還
：松永、石川				13:45 綾野線 被災調査		09:35 椎葉村役場 9時30分着		14:40 村道野地線の現地調査出発		08:30 西米良村役場到着
資料整理		08:20 胡麻山線被災箇所調査		08:45 出発		07:40 7時30分 宿発

		16:00 調査箇所8について、再度ドローンの撮影のため現地に到着したが、全面通行止めから片側交互通行になっていた。
静岡市職員から聞き取った所、13時30分より片側交互通行で開通し最北部まで通行できるようになったため、孤立は解消。
電力についても中部電力が復旧作業中。
復旧時期は未定。		13:30 13時35分　藁科川から大井川方面へ抜け、千頭駅に到着。ここまで通行止め等なし。		13:20 １２番の調査完了
河川側崩落のため、片側交互通行可能		16:30 袋井保管庫出発（散水車26-1512）→門屋浄水場へ		13:20 事務所出発（深見保全官）		14:45 川根本町役場到着
				09:05 危機対策課より危機報道官第6報を入手		10:30 伊久美地区へ向かう道中		08:15 業務を開始します。				07:00 宿発										09:00 役場着、内業開始				14:30 被災箇所調査出発
村道野地線の調査
：松永、石川				11:30 不土野小崎線 被災調査		08:15 宿発 8時00分		10:30 現地調査終了
役場到着後、内業		07:00 宿発		08:00 宿発		06:50 宿発

		13:50 調査箇所7については、6を北上し上流から調査に向かう道中、車両が通行できる幅は確保されており、若干の礫が路面にあるものの通行には支障がなかった。
ただ崩落土砂を理由として通行止めは継続されている。		13:15 13時15分　昼食休憩終了。大井川方面へ向かう。		13:00 １１番の調査完了
土砂により、車両通行困難、徒歩通行可能
上方に、陥没が有り、車両通行不可(現地の方に聞取り)						14:45 川根本町役場到着（川田・安東・散水車）				07:50 内業
交替要員着、引き継ぎ開始				07:20 諸塚宿発														07:00 宿発				13:00  内業開始
：馬場、神谷、小林				08:10 内業開始				09:30 村道上米良線の現地調査出発

		13:45 調査箇所6については、西河内川沿いに約10箇所程度の土砂流失のあとがあるものの地元施工業者により、車両が通行できるよう幅が確保された状態。
ただし、一般車の通行は12時時点で規制されていた。		12:40 12時42分　蛇塚、杉尾まで通行可能である事を確認。オクシズの駅杉尾はなのき展望休憩所にて昼食休憩。		12:10 ９番の調査完了
土砂を除去中で、車両通行不可、土砂の上を歩けば徒歩で通行可能
上方に、陥没が有り、重機がはまっているため、脇を徒歩とバイクは通行可能
さらに上方に、倒木があり、通行に支障有り(現地の方より聞き取り)						12:00 事務所出発（川田保全官、安東技官）、散水車（R02-1505）								07:05 宿発																		12:00 昼食				08:10 内業開始				08:30 役場到着

		11:35 調査箇所6の調査開始。		12:10 12時10分　黒俣、中村、坂野の3つの集落までは車両通行可能である事を確認。杉尾、蛇塚へ向かう。		11:00 １０番の調査完了
１箇所目の土砂は除去中だが、車両通行可能
もう１箇所の土砂は除去中で、車両通行不可
上方に民家があり、孤立状態
→除去中の土砂の上を歩けば、徒歩で往来可能														07:05 宿発 6:15に出発してました。																		11:45 被災箇所調査帰還
：松永、馬場、神谷、小林				07:55 役場着				07:15 宿発

		11:25 調査箇所8について、道路の路肩が最大10mほど川側に崩落したため、車両が全面通行止めであり、孤立状態。
現場の作業員より聞き取り。
電線が寸断され電力の供給がストップ。
その影響で基地局の電源が落ち、通信に支障が及ぶ恐れあり。
通信関係の復旧作業をしており、ドローンは道路管理者である静岡市の確認をとる必要がある。
本部に調整を依頼し、調査箇所6、7の調査に向かう。		11:40 11時40分　藁科川①周辺に到着。調査開始。		10:00 調査へ向かう道中
土砂による通行不可有り
調査箇所へ向かう道路は通行可能																																09:00 被災箇所調査出発
村道横野古川線と村道野地線の調査
：松永、馬場、神谷、小林				07:30 宿発

		11:00 調査箇所8を調査開始。		11:25 11時27分　簡易調査終了。改めて藁科川①に向かう。																																		08:25 西米良村役場到着				06:05 宿発

		10:30 調査箇所5　足久保川の調査完了。
約10箇所程度の道路への土砂流失があったが、すでに撤去されており、孤立は発生していない。		11:20 11時21分　通行止め箇所確認（迂回路あり）簡易調査開始																																		07:55 役場到着

		09:50 調査箇所5　足久保川の調査開始。		11:10 11時15分　道の駅出発。藁科川①に向かう。																																		07:00 宿発

		08:45 安倍川沿いの孤立状況の調査のため、
浜松インターを出発。		11:00 11時00分　藁科川②調査終了。出発し、トイレ休憩のため道の駅わらびこに到着。																																		06:55 宿発

		08:00 浜松インターに到着。		10:45 10時45分　藁科川②に到着。調査開始。																																		06:05 宿発

		06:30 宿発
浜松インターへ向けて事務所を出発。
		10:35 10時30分　藁科川③の調査終了。②へ移動開始。

				09:25 9時27分　藁科川③通行止め箇所到着。調査開始。

				08:30 8時30分　浜松SAを出発。藁科川方面調査に向かう。

				07:50 7時52分　浜松SA到着。

				06:35 6時30分　木曽川下流河川事務所を出発。
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		地整		全て

		報告日		reserved-44830x1F



		静岡営繕・静岡国道		名四国道事務所		河川部		愛知国道事務所		庄内川河川事務所		木曽川上流河川事務所		越美砂防事務所		岐阜国道		静岡国道		岐阜国道		名古屋国道事務所		浜松河川国道事務所						浜松河川国道事務所				企画部		企画部		佐伯河川国道事務所		川内川河川事務所		佐賀国道事務所		福岡国道事務所		宮崎河川国道事務所		有明海沿岸道路事務所		北九州国道事務所		大隅河川国道事務所		鹿児島国道事務所		長崎河川国道事務所		八代河川国道事務所		熊本河川国道事務所		筑後川河川事務所		企画部

		ドローン調査班静岡営繕・静岡国道		被災状況調査班（道路①：名四国道）		被災状況調査班（砂防②：河川部）		被災状況調査班（道路②：愛知国道）		被災状況調査班（河川②：庄内川）		被災状況調査班（河川①：木曽上）		被災状況調査班（砂防①：越美砂防）		応急対策班（静岡市：岐国②近畿地整）		応急対策班（川根本町：静国）		応急対策班（静岡市：岐国①北陸）		応急対策班（静岡市：名国）		応急対策班（川根本町：浜松）		静岡県		静岡市葵区		川根本町		島田市		先遣調査班②		先遣調査班①		被災状況調査班（道路）⑫		被災状況調査班（河川）①		被災状況調査班（道路）⑧		被災状況調査班（道路）⑥		被災状況調査班（道路）②		被災状況調査班（道路）⑦		被災状況調査班（道路）⑤		被災状況調査班（道路）④		被災状況調査班（道路）③		被災状況調査班（道路）①		被災状況調査班（道路）⑩		被災状況調査班（道路）⑨		被災状況調査班（河川）③		広報班①		諸塚村

				静岡県島田市		静岡県川根本町		静岡県島田市		静岡県島田市		静岡県島田市		静岡県島田市		岐阜県岐阜市		静岡県川根本町		静岡県葵区		静岡県天竜区		静岡県川根本町		静岡県葵区		静岡県葵区		静岡県川根本町		静岡県島田市		宮崎県延岡市		宮崎県高鍋町		宮崎県五ヶ瀬町		宮崎県高鍋町		宮崎県延岡市		宮崎県延岡市		宮崎県高鍋町		宮崎県延岡市		宮崎県諸塚村		宮崎県高鍋町		宮崎県高鍋町		宮崎県西都市		宮崎県高千穂町				宮崎県椎葉村		宮崎県高鍋町		宮崎県延岡市

				明日の予定
8時15分に宿を出発し、災害対策本部に向かう予定

引き続き市道石上日掛線、林道日掛線を調査		21:00 宿着		明日の予定
被災現場調査（3箇所）		明日の予定
7:30宿発、8:30より本部で準備打ち合わせの上、被害状況調査に出掛ける予定です		明日の予定
本日、島田市より３河川の被災状況の説明を受ける。
被災の大きい身成川の現地状況確認を実施。
明日は、2河川の現地にて被災状況を確認し、身成川の被災概要調査を予定。
		明日の予定
島田市の土砂災害警戒区域(土石流)は382箇所あることを机上調査で抽出して把握しました。現在唯一土砂流出が把握されている身成川付近の治山堰堤の土砂堆積状況については現地調査を明日実視予定です。
明日は8:45より島田市と調査必要箇所について打合せを行います。		22:30 派遣職員が岐阜国道事務所に帰着		20:15 20時15分　静国高井課長より派遣の竹林専門職最寄りの駅より直帰する旨連絡（最終報告）		19:55 19時20分　北陸技術事務所富山出張所到着
19時55分　引き渡し完了
9/27 8時30分　静岡河川事務所到着予定　　　　　		16:35 16時35分　派遣業者無事帰還		13:00 阿川、宮澤
13時幡住地区通行可能		23:15 危機対策課より危機報道官第12報を入手		21:40 油井事業調整官、竹村事業対策官、岡村主任　帰庁		21:15 今日の作業を終了し、川根本町役場から宿泊先へ移動します。		20:00 浜松リエゾン鈴木です。
本日はこれで帰庁いたします。
		明日の予定
引き続き関係者調整		19:45 宿着		07:25 宿発		23:20 宿着(19:30)		20:55 宿着		20:55 宿着		明日の予定
資料整理		20:15 宿着		明日の予定
諸塚村北西被災状況点検及び被災箇所資料作成予定		明日の予定
引き続き村道横野古川線及び村道野地線の調査資料の整理及び調査報告書の作成を実施予定		19:30 宿着		明日の予定
村道上米良線の被災状況資料作成		19:05 宿着 19時10分		明日の予定
椎葉村の被害状況調査の取り纏め		17:30 宿着		19:30 宿着		20:10 20時15分 宿着

				21:05 宿着		19:50 内業終了し、宿へ向かいます		20:55 20:40宿着		20:20 ホテルルートイン島田駅前　に到着		18:30 宿着		18:20 宿に到着しました。
全員、体調は良好です。		20:05 19時45分　大阪国道到着
20時05分　引き渡し完了・出発
9/27 8時30分　静岡河川到着予定		18:55 18:30　川根本町役場到着
18:55　引き渡し完了		16:30 16時30分　北陸地整北陸技術事務所富山出張所に向け出発		13:50 名国散水車２台　静岡国道事務所到着（事前配備完了）		11:25 阿川、宮澤
11時20分川根本町役場到着
11時30分川根本町役場出発		15:25 静岡県災害対策本部　第2回本部員会議								21:00 宿着		18:10 西米良村役場から宿舎に向け出発します。		19:00 宿着		15:40 ドローン調査終了～内業		18:30 業務完了、役場発		18:30 内業終了		20:50 宿着		14:30 資料整理、報告書作成		20:10 宿着　ただ今宿に着きました。
お疲れ様でした。		20:00 宿着
５人とも健康状態は良好		18:00 業務終了		19:20 宿着		17:50 内業終了 17時50分
椎葉村役場発 17時50分		14:30 宮崎県椎葉村村道の石仏線石仏橋の被害状況調査		17:20 内業終了
班員の健康状態良好		18:05 内業終了
宿へ		15:40 15時10分 内業開始
18時30分 内業終了、役場出発

				21:00 内業終了		16:30 役場に到着		19:20 川根本町役場発		19:15 本部での内業を19:30に終了。宿にむかっています。		18:30 ホテルルートイン島田駅前　に到着
		18:10 島田市役所を出発して宿へ向かいます。		17:00 17時00分　近畿地整大阪国道に向けて出発		12:00 関東地整　相武国道（散水車１台）、東京国道【散水車１台）の車両引き渡し完了。川根本町に向けて12時00分出発。				09:50 名国散水車２台静岡国道事務所に向けて9時50分出発		09:10 川島、丹羽
川根本町に出発します。		14:20 危機対策課より危機報道官第10報を入手								08:45 諸塚内業開始		08:10 内業開始
西米良村天気晴れ		18:30 宿着		15:15 ドローン調査(14時30分ごろ～)		15:40 外業完		15:30 内業開始		08:30 被災箇所資料整理		08:40 被災箇所調査		10:40 本日の被災状況確認が終了。報告書作成等の作成に入ります。		18:15 本日の作業終了		15:10 西米良村役場帰着
資料整理		18:10 役場での作業終了
役場出発		16:30 椎葉村役場着 16時30分
内業開始 16時30分		09:00 被災状況調査の取り纏め		13:45 内業開始
班員の健康状態良好		15:15 外業から帰還
内業開始		15:35 15時10分 本日の現地調査終了(柳原川支川板井川)

				18:20 災害対策本部到着
内業開始		16:10 現場(林道坂京河内線)の調査を終え、報告資料作成のため、川根本町役場に向け出発		19:15 16:50　点検結果整理報告		17:50 川根本町役場にて内業中		17:50 内業終了
島田プラザおおるり　発		14:30 現地調査箇所の把握のため、伊藤技官が空撮データを入手するため静岡河川へ、残りは島田市災対室にて情報整理等												10:10 引継完了。技術管理課　柳原、静岡県庁を出発								08:20 内業開始します。6:15宿舎発でした。		08:00 西米良村役場基地到着		18:20 本日作業終了		08:25 内業開始		13:30 午後調査開始		15:30 外業終了		06:55 宿発7:00
昨日、隊員の交替(井上→東)
本日、隊員の交替(瀬川→川床)予定		08:25 資料整理、調査範囲確認		09:10 被災状況確認に出発します。		17:10 全体打合せ		09:00 林道鉱山谷川線・村道一番之久保線被災状況調査開始		15:10 現地調査終了
役場到着後、内業		08:30 外業開始 8時30分		08:10 宿発7:45		11:30 仲尾谷川にて外業開始
班員の健康状態良好		14:00 出発		13:10 13時 現地調査開始(柳原川支川板井川)

				17:15 現地調査終了		12:40 役場から現場(砂防②管轄の町北東部のエリア)へ向けて出発		16:50 調査終了。川根本町役場到着。		15:50 林道南赤石線 (未確認)
土砂流出により通行不能
被災状況調査実施中		16:00 島田プラザおおるり　着
内業開始		13:00 島田市の関係課と打合せ開始												09:40 危機対策課より危機報道官第9報を入手								07:15 宿発		06:40 宿発		12:50 内業開始		07:05 宿発		12:35 午前作業完		08:30 外業開始				07:00 宿発		07:30 宿発　今から宿を出発します
		13:00 内業開始、調査資料整理		08:30 西米良村役場到着
打合せ		13:00 現地調査出発
村道上米良線		08:00 宿発 8時00分				10:30 水無川にて外業開始
班員の健康状態良好		11:25 外業から帰還
内業開始		08:55 8時30分 内業開始

				15:35 現地調査開始		10:40 栗山班長が、薗田そのだ町長、秋元副町長と挨拶。		16:10 林道家山線調査		14:25 町道長松線 二つめの被災箇所(道路決壊)3-2の状況調査
		15:15 現地調査終了　出発		12:10 13時より島田市の関係課と打合せします												09:10 交替職員（田川建設専門官）着、引き継ぎ開始												12:25 村道 被災調査				09:15 調査開始		06:55 宿発								12:00 昼食		07:00 宿発		08:30 役場到着
その後、資料作成						07:00 宿発		10:20 外業開始		07:30 7時30分 宿発

				14:35 島田市災害対策本部出発		10:25 川根本町役場に到着
これから情報収集します。		14:20 被災現場到着　林道西又線		13:20 町道長松線 路肩決壊箇所3-1に到着。調査開始。		14:20 新川根町現場　着
現地調査
		12:05 島田市長へご挨拶																								11:30 桑弓野線 被災調査				08:20 役場着										11:30 被災箇所調査帰還
：松永、馬場、神谷、小林、石川				07:15 宿発								08:15 基地着
内業開始

				13:00 島田市との打合せ開始		10:00 川根本町役場に向け出発		13:20 被災現場到着　町道梅高中央線		10:50 川根本町役場に到着しました。		13:35 島田プラザおおるり　出発
本川根町被災現場へ		11:45 市役所着																								09:40 桑弓野上線 被災調査				07:00 宿発										09:40 被災箇所調査出発
村道野地線の調査
：松永、石川
ドローン班、広報班同行												06:45 宿発

				12:10 昼休憩開始		09:50 島田市役所川根庁舎到着		13:15 被災現場へ出発				13:05 島田市役所との打合せ開始		09:40 本局発																								08:20 内業開始														08:45 被災箇所調査出発
村道野地線の調査
：馬場、神谷、小林

				11:55 市長との懇談		07:25 本局出発		12:20 12:00　業務開始				12:10 昼休憩　13時から業務開始																										07:55 宿発														08:30 西米良村役場到着

				10:20 島田市災害対策本部に到着				11:20 11:21　川根本町役場に到着しました。				11:30 島田プラザおおるり　着																										07:30 宿発														07:00 宿発

				08:25 事務所出発				07:45 7:30　愛知国道事務所出発				11:15 新大井川橋　着																																								06:55 宿発

												07:30 事務所出発
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		地整		全て

		報告日		reserved-44831x1F



		静岡国道事務所		木曽川上流河川事務所		愛知国道事務所		河川部		越美砂防事務所		静岡営繕・静岡国道		庄内川河川事務所		名四国道事務所		浜松河川国道事務所		岐阜国道		岐阜国道						

		道路②		被災状況調査班（河川①：木曽上）		被災状況調査班（道路②：愛知国道）		被災状況調査班（砂防②：河川部）		被災状況調査班（砂防①：越美砂防）		ドローン調査班静岡営繕・静岡国道		被災状況調査班（河川②：庄内川）		被災状況調査班（道路①：名四国道）		応急対策班（川根本町：浜松）		応急対策班（静岡市：岐国①北陸）		応急対策班（静岡市：岐国②近畿地整）		静岡市		島田市		静岡県

				静岡県島田市		静岡県川根本町		静岡県川根本町		静岡県島田市		静岡県葵区		静岡県川根本町		静岡県島田市		静岡県島田市		静岡県葵区		静岡県葵区		静岡県葵区		静岡県島田市		静岡県葵区

		09:05 出発します		15:10 身成川　現地調査終了
島田プラザおおるり　へ出発		14:55 14:50　点検結果報告開始		14:40 つきの現場へ移動		14:40 島田市役所に到着
現地確認した内容をまとめます。		14:35 ドローン調査での、被災状況報告、まとめ		14:15 本日の現地調査終了し、役場に戻った。
内業開始。		14:10 市道石上日掛線の調査を開始します。		15:15 静川、宮澤
家山駅で大河原建設と合流
現地に向け出発		08:15 8時15分　岐国維持業者にて静岡河川事務所に到着・引渡し		08:15 8時15分　岐国維持業者にて散水車静岡河川事務所に到着・引渡し		15:25 9:00孤立状況収集
10:00道路損傷対策検討
12:00トレーラートイレ連絡調整
13:00応急復旧方法検討調整		13:45 ★毎日17時に被災状況とりまとめ（島田市危機管理課）
・各課から被災報告があったもの
・各課から市民に伝えたいこと
をとりまとめる。		11:00 引継完了。契約課　田川、静岡県庁を出発

				14:25 身成川　現場　着
現地調査開始		14:40 川根本町役場到着。		13:50 現場着		14:25 現地確認が完了したため、
島田市役所へ移動します。		14:25 静国到着		13:25 町道長松線 路肩決壊箇所に到着。
追加調査開始。		13:35 昼休憩開始		14:45 柴田、川島、阿川、小寺
14時40分現場出発								11:00 ■■■島田市リエゾン連絡先■■■
河川部　地域河川課　建設専門官　山田哲士
０９０－３２５１－１５９２
chubu-bousai09@docomo.ne.jp		10:50 危機対策課より危機報道官第13報を入手


				14:20 身成川　現場　着
現地調査開始		14:35 調査終了。足間沢、林道足間線。
川根本町役場へ移動。		13:35 昼休憩終了、つきの現場へ移動。		14:10 島田市大草の大津谷川に到着		13:10 24番を静国へ出発		12:50 林道南赤石線の土砂流出による通行不能箇所は、地元土木業者(ブルドーザー)により土砂撤去済み。さらに先線も撤去作業の進捗により通行不能が解消になると想定されるので調査中止。別の現場へ向かうこととする。		13:20 電波の入るところまで降りました。
これから昼休憩に向かいます。
午前中に、市道石上日掛線及び林道日掛線の通行可否について確認。(通行可能。被災箇所 市道4箇所、林道2箇所)
午後に上記箇所の被災規模の調査(被災状況写真等)を実施します。		14:00 静川、宮澤
雲見へ向けて事務所出発								08:30 島田市リエゾン山田です。
今日から２日までよろしくお願いします。

島田市役所に到着
浜松鈴木さんと引き継ぎ開始		09:10 交替職員（横里課長補佐）着、引き継ぎ開始

				13:25 長池川　現地調査終了
身成川　現地調査　出発		11:30 被災現場　足間沢到着
外業開始		13:05 今から昼休憩に入ります		13:55 次の確認箇所へ移動します。
島田市大草の大津谷川		11:40 24番に到着		12:10 役場を出発。林道南赤石線の被害箇所へ向かいます。		11:15 電波不通箇所に入ります		10:05 柴田、川島、阿川、小寺
9時50分事務所出発

				13:05 長池川　現地調査開始		10:50 町道下泉河内川線及び林道小河内線
調査終了。次の現場へ。		12:30 調査終了
つきの現場にむけ移動(途中で適宜昼食予定)		13:40 番生寺ノ沢に到着		09:50 9時40分事務所出発
10時00分静岡営繕出発　
		11:20 役場に到着。打合せ後、午後の調査に向けて早めの休憩		10:30 現地調査に向けて本部発
(市道石上日掛線、林道日掛線、市道一色線、市道寺平線、市道三並高日向線を予定)

				12:45 島田プラザおおるり　出発		08:25 調査開始
町道下泉河内川線及び林道小河内線		11:25 現場到着。調査開始。		12:35 次の確認箇所へ移動します。
島田市番生寺の大代川、番生寺ノ沢				11:05 町道水川藤川線の現地調査終了。午後の現調に向けて一旦役場へ戻る予定		08:25 島田市建設課と打合せ開始

				12:00 内業終了
昼休憩		08:20 被災現場到着　町道下泉河内川線		11:05 長島ダムでの打ち合わせを終え、
次の現場(林道)へ移動開始		12:10 途中２箇所現地確認後、白光川に到着。				10:00 被害状況調査 町道水川藤川線 道路崩落箇所に到着しました。調査開始		08:15 宿発

				11:15 島田プラザおおるり　着
内業開始		07:05 宿発　全員健康状態異常なし		10:25 ここでの調査完了
長島ダムで打ち合わせのため移動		10:25 市役所との打合せ終了。
現地調査へ出発します。
島田市福用の白光川				09:05 被害状況調査(林道水川線 道路決壊)

				10:55 南沢川　現地調査終了
出発
島田プラザおおるり　へ向かう				09:05 長島ダム付近の現場に到着
調査開始		08:45 島田市と調査箇所について打合せ				08:50 役場出発。
林道水川線の路肩決壊箇所へ。

				09:35 南原公園　着
南沢川　現地調査開始				07:30 宿発		08:20 島田市役所に到着
打合せ準備します。				08:25 8:25 役場到着。本日の調査予定箇所の確認の打合せ開始。

				09:10 島田プラザおおるり　発						08:10 宿発				07:25 宿発7:27
本部(川根本町役場)に向かいます。ロジ 夏目

				08:10 島田プラザおおるり　着
内業開始

				08:00 宿発





災害対策車両



				車両 シャリョウ		派遣元 ハケン モト		出動数（台） シュツドウ スウ ダイ

				散水車
（給水装置付） サンスイシャ キュウスイ ソウチ ツ		浜松河川国道事務所 ハママツカセンコクドウ ジムショ		1

						名古屋国道事務所 ナゴヤコクドウ ジムショ		1

						（関東地整） カントウ チセイ		4

						（北陸地整） ホクリク チセイ		1

						（近畿地整） キンキ チセイ		1

								8

				散水車 サンスイシャ		浜松河川国道事務所 ハママツカセンコクドウ ジムショ		1

						名古屋国道事務所 ナゴヤ コクドウ ジムショ		2

						静岡国道事務所 シズオカ コクドウ ジムショ		1

								4

				派遣車両合計 ハケンシャリョウゴウケイ				12







７．関係機関との連携

○ 今回の出水において、測量・コンサルタントなど、多くの機関が連携し、出水対応を実施しました。

菊川 加茂水位観測所上流付近

出水時巡視の状況

流量観測の実施状況

菊川 加茂水位観測所付近

菊川 加茂水位観測所付近

菊川 嶺田水位観測所付近

藁科川 牧ヶ谷橋上流付近
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